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６月 25 日　八朔のわら馬づくり講習会
 当日の様子は５ページのまちのわだいに掲載しています。



　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

５月 29日　九州管区行政評価局長表彰受賞
行政相談員としての功績が称えられました行政相談員としての功績が称えられました

　行政相談員の今村智
としてる

さん（山鹿）が、国民の行政に対する苦
情の解決に多大な貢献をするなどの功績が認められ、九州管区
行政評価局長表彰を受賞しました。行政相談員は、地域住民の
身近な相談相手として行政サービスや仕組み、手続きに関する
相談を受け付け、助言や関係行政機関への通知などを無報酬で
行っています。毎月第２水曜日の午後１時～４時、中央公民館
で行政相談を受け付けています。

� ５月 26日　全国人権擁護委員連合会長表彰受賞
人権擁護委員としての功績が称えられました人権擁護委員としての功績が称えられました

　人権擁護委員の松田義春さん（山鹿）が、長年にわたる人権の擁護と人権思想
の普及高揚に貢献した功績が称えられ、全国人権擁護委員連合会長表彰を受賞し
ました。人権擁護委員は、地域の皆さんから人権に関する相談を受け、問題解決
の手伝いをしたり、法務局の職員と協力して人権侵害の被害者を救済したり、地
域の皆さんに人権問題への関心を持ってもらえるような啓発活動を行っています。

� ５月 14日　芦屋中学校体育祭
芦屋中学校の気合いを見せつけろ！芦屋中学校の気合いを見せつけろ！

　芦屋中学校の体育祭が行われ、赤青黄の３チームに分
かれた生徒たちが、リレーや綱引き、大縄跳びなど白熱
した勝負を繰り広げ、応援席のみんなも大きな声で仲間
を鼓舞していました。応援団は「コロナを乗り越え、み
んなで『考動』し、新しい時代をつくろう！」の横断幕
をかかげていました。
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おおきく育て！たくさん実れ！おおきく育て！たくさん実れ！
� ６月 16日　町内３小学校稲作体験
　雲一つない晴天の中、３小学校の 5 年生が田植え体験を行
いました。児童たちは、ＪＡ北九青年部（芦屋支所）に田植え
の仕方を教えてもらった後、はだしで田んぼの中に入っていき
ました。児童たちは「変な感触だけど気持ちいい」「田んぼの
中って歩きづらい」と実際に田植えの楽しさと大変さを肌で感
じ、学んでいました。

�芦屋町老人クラブ連合会　５月21日　　　　ウォーキング大会
� 28日　　グラウンドゴルフ大会
� ６月13日　　　　　歌と踊りの祭典

みんなで楽しく、笑顔で長生きみんなで楽しく、笑顔で長生き

　老人クラブの皆さんは元気です。ウォーキング大会では、約
80 人がアッシーグラウンドで自分の歩ける距離を思い思いのペ
ースで歩き、グラウンドゴルフ大会では、ボールを打つ音と一緒
に歓声と悲鳴が総合運動公園のグラウンドに響きわたり、歌と踊
りの祭典では、日々の練習の成果を発揮して町民会館は大いに盛
り上がっていました。

� ５月 29日　愛生幼稚園花の日
感謝を込めて花束を感謝を込めて花束を

　日頃お世話になっている人に感謝の気持ちを込めて花を贈
る、愛生幼稚園の花の日の行事が行われ、園児たちが芦屋町
役場と郵便局を訪れました。園児たちは「いつもありがとう
ございます」と色とりどりの花を笑顔で渡しました。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい話題、
イベントなどの身近な情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）
ま ち の わ だ い

大雨洪水に備え、町内全域で避難訓練大雨洪水に備え、町内全域で避難訓練
 ６月 24 日　芦屋町大雨洪水避難訓練

　大雨で町全域に警戒レベル３にあたる高齢者等避難
が発表されたことを想定して、避難訓練が行われました。
参加者は、近くの体育館や公民館、航空自衛隊芦屋基
地などに速やかに避難し、避難ルートやかかった時間な
どを確認していました。また、自治区ごとに高齢者や障
がい者など避難の際に支援が必要な人などの安否確認
の方法なども話し合い、町全体で防災意識を高めました。

 6 月 11 日　ラブアースクリーンアップ 2023
1033 人で地球の大掃除。回収したごみは 2510kg!1033 人で地球の大掃除。回収したごみは 2510kg!

　31 年前、福岡市から始まったラブアースクリーンアップは、地域の皆さん
と企業、行政が協力し合って海岸や河川などに散乱するごみを回収する地域環
境美化活動です。この活動は全国に広まり、芦屋町でも自治区や航空自衛隊芦
屋基地の皆さんなど多くの人が参加して、芦屋・柏原海岸や遠賀川河川敷に漂
着したごみの一斉清掃を行っています。今年もプラスチックごみや海外からの
漂着ごみなどを一斉に回収しました。環境省の漂着ごみの実態調査によると、
北九州周辺海域ではレジ袋の割合が高いという結果も発表されています。
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体育館に元気はつらつキッズ大集合！体育館に元気はつらつキッズ大集合！
 ６月３日　キッズスポーツフェスタ
　キッズスポーツフェスタが総合体育館で行われ、子どもたちの
元気な声がひびき渡りました。子どもたちは年齢差のあるチーム
で協力したり、競い合ったりしてスポーツを楽しんでいました。
種目はキックゴルフやバランスペーパーなど、手軽にできる競技
がメインです。思いっきり体を動かし、スポーツをとおして爽快
感や達成感を十分に体験することができました。

 ６月 25 日　八朔のわら馬づくり講習会
芦屋町の伝統行事「芦屋町の伝統行事「八八

は っ さ くは っ さ く

朔朔の節句」を迎える前にの節句」を迎える前に

　芦屋町には、300 年以上前から伝わる子の健やかな成長を願う「八朔の
節句」という行事があります。これは、家に初めて生まれた子が男児であれ
ばわらで作った「わら馬」を、女児であれば米粉で作った「だごびーな（団
子雛

ひな
）」を座敷などに飾り、９月１日（旧暦の８月１日）に祝福する行事です。

この日は、筑前芦屋だごびーなとわら馬の会の皆さんが、町民会館で 20 人
の参加者にわら馬の作り方を伝承しました。
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北
九
州
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
・
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
、
身
近
に

相
談
相
手
が
な
く
、
絶
望
し
、
生
き
る
力
を

失
い
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
に
、
訓
練

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が
電
話
を

と
お
し
て
、
共
に
考
え
、
そ
の
人
が
自
ら
の

力
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

▽�

養
成
期
間　
10
月
７
日
土
～
令
和
７
年
２

月
（
年
末
年
始
は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
立
北
九
州
勤
労
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
井
堀
）

▽�

内
容　
【
講
座
】
10
月
７
日
～
令
和
６
年
３

月
23
日
の
毎
週
土
曜
日
・
午
後
２
時
～
４

時
30
分
（
一
部
午
後
５
時
ま
で
）

　

 【
実
習
】
令
和
６
年
４
月
～
７
年
２
月
（
７

月
に
一
泊
研
修
あ
り
）

▽�

受
講
料　
３
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
一
泊

研
修
費
用
を
含
む
）

▽�

募
集
定
員　
30
人

▽�

応
募
資
格　
養
成
講
座
に
参
加
し
認
定
を

受
け
、
相
談
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
で
き
る
20
歳
～
68
歳
の
人

▽
申
込
期
限　
９
月
20
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
北
九
州
い
の

ち
の
電
話
事
務
局
（
☎
６
５
２
‐
６
６
２
８
）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
６
５
１
‐
６
５
９
５
）

「
災
害
へ
の
備
え
」

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
予
想
さ
れ
る
被
害

や
救
助
活
動
、
避
難
生
活
な
ど
の
課
題
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
命
を
守
る
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
、
地
域
に
密
着
し
た
形
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

対
象　
自
治
区
、
小
学
校
区
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体

※
個
人
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

事
業
課
救
護
・
福
祉
係
（
☎
︿
０
９
２
﹀

５
２
３
‐
１
１
７
２
）

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※ 

申
し
込
み
や
詳
し
い
内
容

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
を
身
に
付
け
、
介
護
の
業
務
に
携
わ

る
う
え
で
知
っ
て
お
く
べ
き
基
本
的
な
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
の
仕
事
に

就
き
た
い
人
や
将
来
の
た
め
に
介
護
を
知
り

た
い
人
な
ど
、介
護
の
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
①
Ａ
日
程
】
８
月
31
日
木
、
９
月

７
日
木
、
14
日
木
、
21
日
木
、
28
日
木
・

午
前
10
時
か
ら

   【�

②
Ｂ
日
程�

】
令
和
６
年
２
月
３
日
土
、
11

日
日
、
17
日
土
、
24
日
土
、
３
月
２
日
土・

午
前
10
時
か
ら 

※ 

①
②
い
ず
れ
も
５
日
間
の
受
講
が
必
要
で

す
。終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
①
ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸
畑
区
汐

井
町
）
②
新
小
倉
ビ
ル
（
小
倉
北
区
米
町
）

※ 

筑
豊
地
区
（
中
間
市
）
な
ど
の
会
場
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　
介
護
未
経
験
者

▽
定
員　
50
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
福
岡
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
︿
０

９
２
﹀
５
８
４
‐
３
３
１
０
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー「
緑
化
講
習
会
」

草
花
と
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
座

　
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
９
日
土
・
午
後

１
時
30
分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
北
九
州
市
立
総
合
農

事
セ
ン
タ
ー（
小
倉
南
区
横
代
）

▽�

内
容　
①
草
花
と
②
多
肉
植
物
の
寄
せ
植

え
講
座
で
す
。
①
②
の
講
義
を
受
講
後
、

実
技
（
実
技
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
）
を
行
い
ま
す
。

▽�

定
員　
合
計
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

材
料
費　
①
草
花
１
５
０
０
円 

②
多
肉
植

物
１
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　
８
月
８
日
火
～
９
月
１
日
金

に
、
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１
１
９
３
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２

‐
１
５
５
８
）
へ

※
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

令
和
５
年
度
動
物
セ
ミ
ナ
ー

～
室
内
飼
い
の
す
ゝ
め
～

　
猫
を
室
内
で
飼
う
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
講
義
で
す
。

▽�

と
き　
８
月
31
日
木
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
２
階
（
宗
像
市
東
郷
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

定
員　
会
場
＝
30
人
（
事
前
申
し
込
み
先

着
順
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
＝
１
０
０
人

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み

▽�

申
込
期
間　
８
月
10
日
木
～
24
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活
衛
生

係
（
☎
︿
０
９
４
０
﹀
４
７
‐
０
３
４
４
）

みんなの

ひろば

申し込み
ホームページ

申し込み
ホームページ

ふくふくネット
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

青
葉
木
莬
深
い
孤
独
の
闇
に
鳴
く

 

野
口
加
津
美

緑
陰
の
赤
き
垂
幕
地
蔵
堂

 

花
田
八
代
美

蜑
町
で
バ
ス
折
返
す
新
樹
風

 

吉
住　
利
枝

堰
く
水
を
魚
梯
に
落
と
す
夏
つ
ば
め

 

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

勇
み
立
つ
祇
園
囃
子
の
太
鼓
音

 

田
尾
三
千
枝

薔
薇
園
の
ア
ー
チ
の
下
の
白
い
椅
子

 

縄
田　
惠
子

花
栗
や
午
報
大
き
く
過
疎
の
町

 

仲
山
ク
ニ
子

老
鶯
の
声
降
り
て
来
る
切
り
通
し

 

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

手
術
終
え
無
事
に
退
院
し
た
る
息こ子
は

盆
の
帰
省
を
待
ち
焦
が
れ
お
り

 

田
中
勢
津
子

い
く
た
び
も
長
湯
の
夫
に
声
か
け
し

こ
と
思
い
だ
す
盆
近
づ
け
ば

 

後
藤　
征
子

実
生
な
る
南
瓜
の
蔓
の
広
が
り
て

足
の
踏
み
場
に
戸
惑
う
狭
庭

 

麻
生　
清
子

盆
提
灯
箱
よ
り
出
し
て
拭
き
清
め

先
祖
供
養
の
灯
り
を
灯
す

 

宮
﨑
佐
代
子

この夏の星を見る
��辻村　深月　著��

　コロナ禍による休校や緊急事
態宣言、これまで誰も経験した
ことのない事態の中で大人たち
以上に複雑な思いを抱える中高
生たち。しかしコロナ禍ならで
はの出会いもあった。リモート
会議を駆使して、全国で繋がっ
ていく天文部の生徒たち。哀し
さ、優しさ、あたたかさ。人間
の感情のすべてがここにある。

俳
句
・
短
歌

■休館日　 ７日月、14 日月、21 日月、24 日木、
28 日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※ 資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ８月

と　き 　　出　演・催　し　　
２日水 赤ちゃんおはなし会たっち

12 日土 お話しポケット
13 日日 にじの会
19 日土 おはなしトントン
27 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　

実力派女性作家の集まり「アミの会」に所属する
北九州市出身の小説家、松村比呂美さんを講師に迎
え、短編小説ができるまでの普段聞けないエピソー
ドや「アミの会」の舞台裏をお聞きします。△ �

とき　９月 24 日日・午後２時から△

ところ　中央公民館２階△ �

定員　80 人 ( 事前申し込み先着順）△ �

申込受付　８月１日火から電話または図書館カウ
ンターで受け付け

　第 69 回青少年読書感想
文全国コンクールの課題図
書、第 67 回西日本読書感
想画コンクールの指定図書
をそれぞれのコーナーに展
示しています。小学生向け
は１階、中高生向けは２階Ｙ

ヤングアダルト
Ａコーナー。本を読ん

で感じたことを文や絵で表してみませんか。

読書感想文・感想画特集コーナー

【一般書】
運び屋円十郎 三本　雅彦�� 著
限界国家 楡　周平� 著
彼女はそこにいる 織守　きょうや� 著
図書館のお夜食 原田　ひ香� 著

【児童書】
金曜日のあたしたち 濱野　京子� 作
彗星とさいごの竜 今井　恭子� 作
おばあちゃんのにわ ジョーダン・スコット�作
なつやすみ 麻生　知子� 作
ほげちゃんとおばけ やぎ　たみこ� 作

松村比呂美さん講演会
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町ワクチン接種で

子宮頸
け い

がんを
予防しよう！

　子宮頸がんは、子宮の入り口（頸部）にできるがんです。20 歳代から増え始め、
30 ～ 40 歳代で急激に増加します。
　子宮頸がんの発症の原因はヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）に感染することです。
主に、性行為で感染し、女性の多くが一生に一度は感染するといわれています。日
本では、毎年、約１万 1000 人の女性が発症し、さらに、約 2900 人の女性が亡く
なっています。また、子宮頸がんの患者で、30 歳代までにがんの治療で子宮を失っ
てしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、1 年間に約 1000 人います。子宮頸
がんの発症を予防するためには、ＨＰＶワクチン接種を受けることが大切です。

子宮頸がん

ＨＰＶワクチンのことを知ってほしい…

なぜ、接種が勧
められているの
でしょうか

　国内外の研究結果から、専門家の会議で、HPV ワ
クチン接種による子宮頸がんの予防効果などのメリッ
トが、副反応などのデメリットよりも大きいことが認
められ、接種を勧める取り組みを再開しました。

ワクチンの
リスクと安全性

　まれですが、ワクチンの接種を受けた後に、広い範囲に広がる痛みや手足の動かしにく
さ、不随意運動（動かそうと思っていないのに体の一部が勝手に動いてしまうこと）など
を中心とする「多様な症状」が起きたことが報告されています。しかし、一方で、ワクチ
ン接種を受けていない人にも、同様に「多様な症状」が起こる人が一定数いることが明ら
かになっています。このような「多様な症状」の報告を受け、さまざまな調査研究が行わ
れていますが、「ワクチン接種と関係がある」という証明はされていません。
　また、ワクチン接種後に生じた症状として報告があったもののうち、医師などが重篤と
判断した人は、接種１万人あたり５～７人ほどです。
　国では、ワクチン接種が原因と証明されていなくても、接種後に起こった健康状態の異
常の報告があった場合は、ワクチンに関する専門家の会議で、一定期間ごとに報告された
症状をもとに、ワクチンの安全性を継続して確認しています。

受けられる
ワクチンの種類

⃝２価ワクチン（サーバリックス）
⃝４価ワクチン（ガーダシル）
⃝９価ワクチン（シルガード）

※ 医療機関によって受けられるワクチンの
種類は異なります。事前に医療機関に問
い合わせてください。

接種回数 ２回または３回
※ ３種類いずれのワクチンも１年以内に接種を終えることが望ましい

とされています。
※接種スケジュールは医療機関の指示に従ってください。

主な副反応
⃝接種部位の痛み　　⃝腫れ
⃝赤み　　　　　　　⃝疲労感　
⃝筋肉や関節の痛み　⃝頭痛など

※ まれに、重いアレルギー症状や手足の力
が入りにくいといった神経系の症状が起
こることがあります。

子宮頸がんが
発症する部分

※ 定期接種とは、感染症予防を目的に、国が接種を推奨し、費用
の全額または一部を公費で負担して自治体が行う予防接種です。ＨＰＶワクチンは定期接種です

自分の
命を守る。。。
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▽ �対象　小学６年生～高校１年生相当の女
子（標準的な接種時期は中学 1 年生）

※ 平成９年４月２日～平成 20 年４月１日生
まれの女子は、上記の接種対象年齢を超
えても、令和７年３月末まで公費で接種す
ることができます（キャッチアップ接種）。

※ 定期接種の対象者には、６月上旬に案内
を郵送しています。確認してください。

▽ �費用　無料
▽ �持っていくもの　母子健康手帳、本人確

認ができる書類（マイナンバーカード、
保険証など）

▽ �接種できる医療機関　
★必ず事前に予約をしてください。
　【町内の医療機関】　
　⃝須子医院　☎２２３‐０１２６
　⃝花美坂クリニック　☎２２３‐２５００
　【県内の医療機関】
　⃝ 福岡県予防接種広域化実施医療機関
※ 福岡県予防接種広域化実施医療機関以外

で接種する場合は、事前に健康づくり係で
予防接種依頼書の交付を受けてください。

　ＨＰＶワクチン接種をしたら、全ての子
宮頸がんを防げる、というわけではあり
ません。
　20 歳になったら、２年に１回は必ず子
宮頸がん検診を受けましょう。

子宮頸がん検診

定期接種を受けるには

※ 世界保健機構（WHO）も接種
を推奨しています。日本での接
種率は低く、下図のとおりです。

　町では、平成25年に「芦屋町人権教育・啓発基本計画」
を策定し、人権が尊重され差別のない明るい社会「お
互いが尊重される地域づくり」を進めてきました。
　しかし、依然として家庭・学校・地域社会・職場な
ど、社会生活のさまざまな場面で、偏見や差別による
人権侵害が存在しています。そこで、前計画の期間が
終了するため、これまでの取り組みと近年の人権を取
り巻く環境の変化を踏まえた「第２次芦屋町人権教育・
啓発基本計画」を策定しました。計画期間は令和５年
から令和 14 年度までの 10 年間です。

計画のスローガンと基本理念
　この計画では前計画のスローガンを引き継
ぎ、下記の３つの社会を実現することを基本理
念とします。

スローガン
「お互いが尊重される地

ま ち
域づくり」

基本理念
1一人一人が個人として尊重される社会
2 一人一人が個性や能力を十分に発揮する機

会を保障される社会
3違いを認め合い、多様性が尊重される社会

分野別人権施策の推進
　社会情勢や町アンケートでの関心の高さなど
を踏まえ、９つの分野で施策を進めていきます。
❶高齢者に関する問題
❷子どもに関する問題
❸障がい者に関する問題
❹女性に関する問題
❺同和問題
❻外国人に関する問題
❼インターネットによる人権侵害
❽性的少数者に関する問題
❾さまざまな人権問題

　偏見や差別を受けることなく、誰もが自分らしく生
きることができる社会を実現するために、人権問題へ
の正しい理解と認識を深めましょう。

差別をなくすために  第 458 号

お互いが尊重される地
ま ち
域づくり

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

1�地域を知る活動「支えあいマップの作成をとおして地域の事情を把握」
　 　地域住民がそれぞれの持つ情報を持ち寄り、「気になる人（支援が必

要と考えられる人）」とその人を中心とした地域住民の関係をマップ（地
図）に書き入れ、地域の状況を把握します。町社協の職員もマップ作成
に参加し、助言などを行います。

2�知り合う活動「顔の見える関係づくり」
　 　七夕やお月見会といった季節の行事など、地域住民が集まる機会を設

けることで、住民同士の交流を深め、関係性を構築し、見守る活動など
につなげていきます。

3見守る活動「遠くからと近くから」
　 　見守り活動は、２つの段階に分けて行います。
　 　近所からの支援や介入に抵抗がある人や、まだ支援の必要がないと思わ

れる一人暮らし高齢者などに対しては、「遠くから」の見守りを行います。
例としては、新聞や郵便物がポストにたまっていないか、夜間に照明やテ
レビが付いたままになっていないか、同じ洗濯物が何日も干されたままで
ないかなどに気を付け、異常にいち早く気付けるようにします。

　 　逆に、支援や介入を受けることに抵抗がない人などには、「近くから」
の見守りを行います。この場合は定期的に対象者の自宅を訪問し、生活
上の困りごとなどを直接確認します。

4つなぎ・助ける活動「直接的な助けあい」
　 　見守る活動の中で把握した異常や、生活するうえで困っていることなどのうち、本人や地域

だけで解決できない問題を、町や町社協、警察などにつなぐことで、課題の解決を図ります。
　 　また、電球の交換やごみ出しなど、生活上のちょっとした困りごとは、地域の中での助け合

いで解決できるよう話し合います。

愛の福祉ネットワーク事業の進め方

▽愛の福祉ネットワーク事業の問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会事務局（☎２２２‐２８６６）

愛の福祉ネットワーク事業で地域の支えあう力を高めませんか

　愛の福祉ネットワーク事業は、芦屋町社会福祉協議会（町社協）が行っている事業で、一人暮
らし高齢者の孤立予防を目的に、住民同士の日常的な声かけによる地域内でのつながりを促進す
る取り組みとして始まりました。
　その後、老々介護や 8050 問題（80 代の親が 50 代の子どもの生活を支えるという問題）、生
活困窮問題など、地域の福祉的課題が多様化してきたことから、地域内で生じている課題に住民
自ら気付き、見守りや関係機関への相談などにつなげるほか、可能な範囲で住民同士の助けあい
を行う活動に発展し、現在まで続いています。
　愛の福祉ネットワーク事業を行う自治区には、町社協が年間 5 万円の活動補助を行うほか、ネ
ットワークの立ち上げや実際の活動の手伝いもします。まだ、ネットワークを立ち上げていない
地区の皆さん、「愛の福祉ネットワーク事業」に取り組んでみませんか。

愛の福祉ネットワーク事業
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支
援
申
請
手
続
き

申請
場所 支援内容 対象者の条件 手続きに必要なもの

役
場
・
環
境
住
宅
課
窓
口

下記の①または②
のいずれか１つ

【注意】
★支援は１回限り

下記の①または②の人で、
🅰🅱🅲を全て満たす人

⃝
�

返
納
し
た
人

�次の①または②のいずれか
１つ
①�運転免許証の取消通知書
※�免許返納時に無料で交
付されます。
②�運転経歴証明書の写し
※�警察署または試験場で
発行されます。

①�免許証の有効期限内
に、全種類の免許証
を返納した
②�免許証を更新せずに、
失効した
🅰芦屋町民であること
🅱返納日または失効日
に満 65歳以上

🅲平成 28 年４月１日
以降に運転免許証を
返納または失効した

①�芦屋タウンバス
�・北九州市営バス��
���共通乗車券
�１００円券×200枚

②�タクシー初乗り
利用券30枚

⃝

失
効
し
た
人

運転経歴証明書の写し
※�警察署または試験場で
発行されます。

高齢者運転免許証返納者支援制度

安全運転を心がけていても、想定外のことが起きたら
とっさの判断と行動で事故を回避できるのか…
交通事故のリスクが高まる高齢運転者へ、オススメの支援制度があります。
「運転に自信がなくなった」「運転する機会が少なくなった」という人は運転免
許証を返納し、バス乗車券・タクシー利用券を使うことがことができます。

▽問い合わせ
　�【免許返納手続き・運転経歴証明書発行】折尾警察署交通第一課（☎６９１‐０１１０）

 【支援申請手続き】地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）

免
許
返
納
手
続
き

とき ところ 手続きに必要なもの

平日・午前９時～午後４時
※�土日祝日や年末年始は受
け付けできません。

◦�折尾警察署など県内
の警察署
※�交番では受け付けで
きません。
◦�北九州運転免許試験
場（小倉南区）など
県内４つの試験場

運転免許証
※�運転経歴証明書の発行は、返
納手続きとは異なります。発
行を希望する人は、折尾警察
署に問い合わせてください。

運転免許証を返納した人だけでなく、更新をせずに平成28年4月以降に失効となった人も対象です。

65
歳以上

※�代理人が申請する場合、本人の
委任状・身分証明書が必要です
（同一世帯の人は委任状不要）。



問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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盆の救急医療はこちらへ
●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　
８
月
13
日
日
・
午
前
９
時

～
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前
11
時

30
分
ま
で
）、午
後
１
時
～
５
時（
受

け
付
け
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ

ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
お
ん

が
病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

※ 
乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医

師
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　
８
月
13
日
日
・
吉
武

歯
科
医
院
（
水
巻
町
梅
ノ
木
団
地

☎
２
０
２‐６
４
８
０
）、14
日
月・

桃
園
歯
科
医
院
（
中
間
市
東
中
間

☎
２
４
５‐０
２
０
５
）、15
日
火・

田
尻
歯
科
医
院
（
中
間
市
長
津
☎

２
４
５
‐
１
１
５
８
）

※ 

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
の
と
き
に
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
～
土
・
午
後
６
時

～
午
後
10
時
、
日
祝
日
・
午
後
５

時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー（
☎
２
８
２‐９
９
１
９
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！��

　
＃
７
１
１
９

　
医
師
や
看
護
師
、

相
談
員
な
ど
が
24

時
間
３
６
５
日
体

制
で
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
ま
た
、

最
寄
り
の
医
療
機

関
の
案
内
も
行
い

ま
す
。
福
岡
県
救

急
医
療
電
話
相
談
・
医
療
機
関
案
内

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽
電
話
番
号　
（
☎
＃
７
１
１
９
）

　

 

ま
た
は
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
７
１

‐
０
０
９
９
）

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

子
ど
も
の
急
な

病
気
や
け
が
で
心

配
な
と
き
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
平
日
＝
午
後
７
時
～
翌
日

午
前
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
日
午

前
７
時
、
日
＝
午
前
７
時
～
翌
日

午
前
７
時

▽ 

電
話
番
号　
（
☎
＃
８
０
０
０
）

ま
た
は
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
３
１

‐
４
１
１
９
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　

急
な
病
気
や

け
が
を
し
た
と

き
、
該
当
す
る

症
状
を
画
面
上

で
選
択
し
て
い

く
と
、
緊
急
度

に
応
じ
た
適
切

な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
く
と
、
安
心
で
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
健
康
づ
く
り
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

病
院
受
診
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
医
療
証
（
高

齢
受
給
者
・
ひ
と
り
親
・
子
ど

も
・
障
が
い
者
）、
ま
た
は
診
療

依
頼
書
（
生
活
保
護
世
帯
）、
普

段
飲
ん
で
い
る
薬
（
お
く
す
り

手
帳
）。
乳
幼
児
の
場
合
は
追
加

で
、
母
子
健
康
手
帳
、
紙
お
む

つ
、
哺
乳
瓶
、
タ
オ
ル
な
ど

町ホームページ Q助アプリ
ダウンロード



◆
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

　

８
月
13
日
日
～
15
日
火

◦�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
日
祝
ダ
イ
ヤ

で
運
行

◦�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
全
て
運
休

◦�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
日
曜
・
祝
日
ダ

イ
ヤ
で
運
行

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
・

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振
興
・
交

通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）、
北

九
州
市
営
バ
ス
＝
北
九
州
市
交
通
局

向
田
営
業
所
（
☎
６
９
１‐０
１
３
１
）

盆
の
ご
み
と
し
尿
の
収
集

◦�

ご
み　

８
月
14
日
月
、
15
日
火
は
、

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◦�

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
自
己
搬
入

　

 

８
月
14
日
月
、
15
日
火
は
、
受
け
入

れ
を
休
み
ま
す
。

◦ 

し
尿　

８
月
14
日
月
、
15
日
火
は
、

し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す
。
盆
前
に

臨
時
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、

８
月
２
日
水
ま
で
に
、
直
接
、
収
集

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

 

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
‐
０
４
０
２
）　
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
‐
３
３
３
１
）

△

�

問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
４
９
）

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え

る
た
め
の
教
室
で
す
。

子
育
て
の
こ
と
を
楽
し

く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

８
月
20
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
９
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後

０
時
30
分
ご
ろ

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

８
月
16
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ 

子
育
て

盆
期
間
の
お
知
ら
せ♥手作りおもちゃ（10組限定）

　 ▽ �とき　８月１日火・午前 10 時～ 11 時
　※７月 25 日火から予約開始

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　８月７日月・午前 11 時～ 11 時
30 分

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　８月 18 日金・午前 11 時～ 11
時 30 分

♥プールあそび
 　 　詳しい日程や時間はホームページやた

んぽぽ内に掲示します。
♥育児相談
　【ほほえみ相談】
　　小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　８月２日水・午前 10 時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。
　【離乳食の日】（５組限定）
　　栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 � ▽ �とき　８月８日火・午前 10 時 30 分～
11 時 30 分

　※８月１日火から予約開始
　※ 実際には食べませんが、家庭で作った

離乳食や市販のベビーフードの形状や
種類などのアドバイスをします。

　【たんぽぽ相談】
　　保健師・栄養士による相談
　 　８月の相談日はありませんが、気になる

ことがあればいつでも電話してください。
　※次回のたんぽぽ相談＝９月 12 日火

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　８月 16 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※ たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用意

して待っています。

たんぽぽコーナーたんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
◦問い合わせ　芦屋町子育て支援センター�
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

８月の日曜開館日　
６日・20日

広報あしや　2023.8⑬ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
生
活
の

困
り
ご
と
や
就
業
・
養
育
費
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
離
婚
協
議
中
の
人
も

相
談
で
き
ま
す
。

■
出
張
相
談
会

▽�

と
き　
８
月
17
日
木
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

予
約
・
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ（
☎

︿
０
９
４
８
﹀
２
１
‐
０
３
９
０
）

※
予
約
し
た
人
が
優
先
で
す
。

■ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を

始
め
ま
し
た
。
気

軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
就
業
支
援
講
習

　

�【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
２
級
、

シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
普
及
員
養
成
講
習

会
（
資
格
取
得
）】

▽�

講
習
期
間　
10
月
７
日
～
11
月
４
日

の
間
の
土
曜
日
（
全
４
回
）・
午
後
１

時
～
４
時
30
分

▽
定
員　
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽�

受
講
料　
無
料　

※ 

教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円
は
自
己
負

担
で
す
。

　65 歳以上の人の令和５年度の介護保険料額決定通知書を７月下旬に郵送します。
　介護保険料は、町税や世帯の状況などによって該当する所得段階を 25 区分に分けて決
定されます。
　介護保険制度は皆さんが納付する保険料で成り立つ制度です。保険料納付へのご理解
とご協力をお願いします。
▷納付方法
●�年金からの天引きで納めている人
　 　今回決定した年間保険料額から４・６・８月に天引き（仮徴収）された保険料を差

し引いた残りが、10 月、12 月、令和６年２月に年金から天引き（本徴収）されます。
※ 年間 18 万円以上の老齢（退職）、障害、遺族年金を受給している人は、年金天引きに

なります。
● �65 歳になった人や福岡県介護保険広域連合に加入していない市町村から転入した人
　 　65 歳の誕生日または転入日から起算して、半年から１年後までに年金天引きが開始

されます。それまでの間は、納付書や口座振替で納付してください。
●�納付書や口座振替で納めている人
　 　８月から令和６年３月まで引き続き納付書（期限内であれ

ば全国のコンビニで納付可）や口座振替などで納付してくだ
さい。

※ 納め忘れのない便利な口座振替などで納付してください。
※ 災害や失業などやむを得ない理由で保険料を納めることが難

しくなったときは、申請により保険料の減免や納付猶予が受
けられることがあります。

※ 保険料を滞納すると、介護保険サービスを利用したときの自己負担割合が増える場合
があります。
▷�問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３‐３５３６）または福岡県介護保険広域連合総

務課収納管理係（☎〈０９２〉９８１‐９０７１）

介護保険料が決定しました

子
育
て

広報あしや　2023.8 ⑭

福岡ひとり親家庭相談
LINE



▽
申
込
期
限　
９
月
15
日
金

▽�
と
こ
ろ　
直
方
総
合
庁
舎
（
直
方
市

日
吉
町
） 

▽�

申
し
込
み　
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
（
☎
︿
０
９
２
﹀
７
４
１

‐
９
５
３
１
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
運
動
不
足
の
解
消
や
筋
力
ア
ッ
プ
に
、

家
で
で
き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
８
月
29
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

８
月
25
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す
た
め
に

シ
ニ
ア
カ
フ
ェ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
で
心
身
が
衰
え
た
状
態
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
食
生
活
改
善
推
進
会
が
フ

レ
イ
ル
予
防
の
食
事
の
こ
と
を
話
し
ま

す
。
調
理
実
習
も
行
う
の
で
、
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
８
月
22
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事
の
調

理
実
習

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以

上
の
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽
定
員　
25
人

▽�

申
し
込
み　

８
月
10
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
登
録
を

　

遠
賀
中
間
地
区

は
い
か
い
高
齢
者

等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

は
、
折
尾
警
察
署

と
遠
賀
郡
４
町
、
中
間
市
の
関
係
機
関

な
ど
が
連
携
し
、
は
い
か
い
高
齢
者
を

す
み
や
か
に
保
護
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

は
い
か
い
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

の
情
報
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
行

方
不
明
に
な
っ
た
時
な
ど
に
、
必
要
な

情
報
を
関
係
機
関
な
ど
に
提
供
し
、
早

期
発
見
、
保
護
に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
対
象　
は
い
か
い
行
動
が
心
配
さ
れ

る
認
知
症
高
齢
者
な
ど

▽
費
用　
無
料

▽
利
用
手
続
き　
役
場
福
祉
課
ま
た
は

折
尾
警
察
署
に
登
録
者
の
顔
写
真
を

貼
っ
た
登
録
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

巡
回
補
装
具
判
定
（
事
前
予
約
制
）

▽�

と
き　
９
月
12
日
火
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け

付
け
）
～
午
後
０

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町

い
き
い
き
ほ
ー
る

（
水
巻
町
頃
末
南
）

▽�

対
象　
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
ち
、

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の
支
給
や
修

理
を
希
望
す
る
人

※ 
身
体
障
が
い
者
本
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�
相
談
内
容　
補
装
具
の
支
給
・
再
支

給
・
修
理
の
相
談
や
判
定

※ 

た
だ
し
、
車
い
す
や
電
動
車
い
す
、

座
位
保
持
装
置
、
重
度
障
害
者
用
意

思
伝
達
装
置
は
対
象
外
で
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
身
体
障
害
者
手
帳

※ 

再
支
給
・
修
理
の
場
合
は
現
在
持
っ

て
い
る
補
装
具

▽�

申
し
込
み　
８
月
16
日
水
ま
で
に
障

が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
０
）
へ

※ 

申
し
込
み
時
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
す
。
本
人
ま
た
は
詳
し
い
こ
と
が
分

か
る
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

助
け
合
い
の
し
る
し
「
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

と
は
、
外
見
か
ら

分
か
ら
な
く
て

も
、
手
助
け
や
配

慮
が
必
要
な
こ
と

を
周
り
の
人
へ
知
ら
せ
る
マ
ー
ク
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
電
車
内

で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
声
を
か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

配
布
対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
、
高

齢
者
、
妊
産
婦
な
ど
の
配
慮
が
必
要

な
人

▽
配
布
場
所　
福
祉
課
窓
口

▽�

配
布
方
法　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
申
込
書

を
提
出
後
、
そ
の
場
で
渡
し
ま
す
。

申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

健
康
・
福
祉
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集

い
、
交
流
を
図
り
な

が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所

で
す
。
音
楽
を
使
っ
た
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
体
験
や
専
門
職
の
人
か
ら
認
知

症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
８
月
23
日
水
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
８
月
18
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会

～
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
～

　

精
神
疾
患
の
あ
る
人
が
家
族
に
い
る

人
同
士
が
、
互
い
の
体
験
を
語
り
合
い
、

そ
れ
に
基
づ
く
知
識
や
知
恵
を
共
有
し

な
が
ら
学
ん
で
い
く
講
座
で
す
。

福
祉
・
相
談

芦屋町職員募集
職 種 採用予定

人数 受　験　資　格

一般事務職A ２人程度 平成９年４月２日以降に生まれた人

一般事務職 B
（社会人経験者） ２人程度 平成５年４月２日以降に生まれた人で、民間企業などの職務経験が３年以

上ある人

建築技師 １人程度
昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、いずれかの要件を満たす人
・ 高等学校、大学などで建築の専門課程を履修した人
・建築に関する業務の職務経験が３年以上ある人

土木技師 １人程度

昭和 63 年４月２日以降に生まれた人で、いずれかの要件を満たす人
・ 高等学校、大学などで土木または電気、機械の専門課程を履修した人
・ 土木施工管理技士（１級または２級）の資格がある人
・土木に関する業務の職務経験が３年以上ある人

１次試験

試験日 ９月１日金～ 23 日土のうち、受験者が選択する日時

試験会場 受験者が選択するＳＰＩテストセンター会場（福岡常設会場など全国の指定会場）

試験科目 ＳＰＩ３（総合適性検査）
※ 総合適性検査＝能力検査、性格検査

△ �

申し込み　７月26日水～８月14日月に、人事係（☎２２３‐３５７４）へ
※ 詳しくは試験案内を見てください。
※ 試験案内と申込用紙は総務課窓口にあります。
　また、町のホームページからダウンロードできます。
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▽�
と
き　

８
月
19
日
・
９
月
16
日
・
10

月
28
日
・
11
月
25
日
・
12
月
23
日
（
全

５
回
全
て
土
曜
日
）

▽�

と
こ
ろ　
は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
（
水
巻
町
吉
田
西
）

▽�

対
象　
統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾

患
の
あ
る
人
が
家
族
に
い
る
人
で
、

５
回
を
と
お
し
て
参
加
可
能
な
人

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
１
８
２
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
と
資
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
参
加
申
込
書
を
８
月
４

日
金
ま
で
に
、
は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
〒
８
０
７

－

０
０
４
６ 

水
巻
町
吉
田
西
３
丁
目
19
番
11
号
）

へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
２
０

１
‐
８
１
５
１
）
で
提
出

※ 

申
し
込
み
用
紙
は
、
福
祉
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
は
ま
ゆ
う
家
族
会　

（
☎
２
０
１
‐
６
１
５
１
）

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に

特
別
障
害
者
手
当
が
あ
り
ま
す

　

特
別
障
害
者
手
当
と
は
、
20
歳
以
上

の
人
で
著
し
い
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
で
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

在
宅
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
も

対
象
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
な
く
て
も
、
医
師
の
診
断
書

な
ど
の
判
断
に
よ
り
、
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

× 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

× 

障
が
い
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人

× 

病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人

▽�

提
出
書
類　
診
断
書
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
、
所
得
課
税
証
明
書
、
本
人

名
義
の
通
帳
の
写
し
な
ど

▽�
支
給
額　
月
額
２
万
７
９
８
０
円

※ 

手
当
の
申
請
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
８
月
22
日
火・

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽
定
員　

６
人
（
事
前

申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
１
日
火
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

※ 

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
1
回
ま
で
で
す
。
ま
た
、
複
数

人
で
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

※ 

面
談
時
間
は
一
人
約
30
分
で
す
。
遅
れ

る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す
る

と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎ 

８
月
３
日
木
＝
橋
本
求

相
談
員

◎ 

８
月
17
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎  

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎ 

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
指
導
補
助
員

　
（
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
）

▽�

任
期  

９
月
１
日
金
～
令
和
６
年
３

月
31
日
日

▽
募
集
人
数 　
１
人

▽�

業
務
内
容　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
児
童
補
助
業
務
と
送
迎

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

15
分
で
５
～
７
時
間
45
分
（
シ
フ
ト

制
、
休
憩
あ
り
）

※ 

勤
務
時
間
に
よ
り
休
憩
時
間
は
異
な

り
ま
す
。

▽�

勤
務
形
態　
月
～
土
の
う
ち
週
４
日

程
度

▽
報
酬�　
時
給
９
２
９
円

▽�

保
険 　
雇
用
保
険
あ
り
、
社
会
保
険

な
し

▽�

採
用
条
件　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　
８
月
18
日
金
・
午
後
５

時
15
分
（
必
着
）

▽�

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）
へ
提
出

※ 

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

募
集
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町
民
体
育
祭
へ
の

協
賛
・
出
店
者
募
集

　

10
月
８
日
日
に
総
合
運
動
公
園
中
央

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
66
回
芦
屋
町
町
民
体

育
祭
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
協
賛
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
・
企
業
・
個
人
と
、

会
場
へ
の
露
店
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

1
協
賛

　
協
賛
品
は
、
各
種
競
技
や
抽
せ
ん
会

の
賞
品
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
体

育
祭
の
チ
ラ
シ
に
協
賛
者
の
名
前
を
掲

載
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
８
月
18
日
金
ま
で
に
、
社

会
教
育
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
６
）
へ

2
出
店

▽�

出
店
日　
10
月
８
日
日
・
午
前
８
時

30
分
～
午
後
２
時
45
分
（
予
定
）

▽�

出
店
場
所　
総
合
運
動
公
園
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド

※ 

出
店
場
所
の
詳
細
は
、
後
日
抽
せ
ん

で
決
定
し
ま
す
。

▽�

出
店
数　
６
店
舗
程
度

▽�

出
店
品
目　
軽
食
、
飲
み
物
（
ア
ル

コ
ー
ル
可
）
な
ど

▽�

出
店
料　
１
０
０
０
円
（
１
店
舗
あ

た
り
の
貸
し
ス
ペ
ー
ス
は
約
20
㎡
）

※ 

対
象
は
露
店
営
業
許
可
を
取
得
し
て

い
る
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

※ 

テ
ン
ト
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
（
車
で
の
販
売
も
可
能
で
す
）。

※
発
電
機
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
10
日
木
ま
で
に
、

◎
商
工
会
会
員
＝
芦
屋
町
商
工
会（
☎

２
２
２
‐
２
１
１
１
）
へ

　

 

◎
そ
の
ほ
か
の
団
体
（
個
人
）
＝
芦

屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
４
６
）
へ

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
の
理

由
で
、
保
護
者
が

義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義

務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子

（
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
）
に
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
認
定
す
る
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
10
月
19
日
木

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
西
総
合
庁
舎
（
福
岡
市

中
央
区
）

▽�

受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人
ま

た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ

た
人
で
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
人

② 

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
て
お
ら
ず
、
令

募
集

・
お
知
ら
せ
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情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況を公表します

　芦屋町情報公開条例第 14 条（運用状況の公表）と芦屋町個人情報保護法施行条例第 13 条（施
行の状況の公表）に基づき、公文書の公開請求、自己情報の開示などの請求とその結果を公表します。
●令和４年度情報公開状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局 教育委員会 議会事務局

公　開 ８件 １件 １件 １件
一部公開 11件 ０件 １件 ０件
非公開 ０件 ０件 １件 ０件
合　計 19件 １件 ３件 １件

●情報公開審査請求件数　０件
●令和４年度個人情報開示状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局 教育委員会 議会事務局

開　示 ０件 ０件 ０件 ０件
一部開示 ０件 ０件 ０件 ０件
非開示 ０件 ０件 ０件 ０件
合　計 ０件 ０件 ０件 ０件

●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）



和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り

ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認

め
た
人

③ 

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人
（
①
ま
た
は
④
に
該

当
す
る
人
は
除
く
）

④ 

日
本
国
籍
が
な
い
人
で
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

▽�

受
験
案
内
配
布
期
限　
９
月
１
日
金

▽�

受
験
案
内
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
義
務
教

育
課
学
事
企
画
係
（
福
岡
市
博
多
区

福
岡
県
庁
北
棟
４
階
）（
☎
︿
０
９
２
﹀

６
４
３
‐
３
９
０
８
）

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間�

８
月
23
日
水
～
29
日
火

　

い
じ
め
や
体

罰
、
不
登
校
や
虐

待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
に
関

す
る
相
談
電
話
を

設
置
し
ま
す
。
法

務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
相
談
で

き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

８
月
23
日
水
～
25
日
金
、
28

日
月
、
29
日
火
・
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時

　

 

８
月
26
日
土
、
27
日
日
・
午
前
10
時

～
午
後
５
時

▽�

電
話
番
号　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
専
用
電
話
（︿
０
１
２
０
﹀
０
０
７

‐
１
１
０
）（
無
料
）

※ 

強
化
週
間
以
外
で
も
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
（
時
間

外
と
土
日
祝
日
は
留
守
番
電
話
対
応
）

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た　

　

新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委

員
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
氏
名　
今
田
勝
正
さ
ん

▽
担
当
地
区　
新
緑
ヶ
丘
団
地

※ 

そ
の
ほ
か
の
地
区

の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
福
祉
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

墓の手続きを忘れずに！
　管理者が不明の墓は無縁墓として、撤去します。

　必要書類や登録の有無は環境・公園係に問い
合わせてください。
▷�問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５

３８）

●対象墓地
　鶴松墓地　御

ごびょうしょ
廟所墓地

　中ノ浜墓地　田屋墓地
●手続きが必要なもの
　�埋葬、改葬（移転）、管
理者変更、墓じまい（撤
去）など

防災無線の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の
情報伝達訓練が行われます。訓練当
日は、防災行政無線による訓練放送

（屋外スピーカー）が流れます。
※ 実際の災害と間違えないよう、注

意してください。

▽ �とき　８月 23 日水・午前 11 時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　 「これは、Ｊアラートの

テストです。」×３回　
　「こちらは、芦屋町です。」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　
　庶務係（☎２２３‐３５７２）

広報あしや　2023.8⑲ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

民生委員・児童委員
ホームページ



芦
屋
産
品
つ
く
り
講
座
を

行
い
ま
す

　
講
師
に
は
、全
国
で
直
売
所
の
企
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
や
特
産
品
の
開
発
を
手
が

け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、個
別
相
談

会
８
回
、
商
品
発
表
会
１
回
、
全
９
回
の

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す（
全
て
の
回
に

参
加
で
き
な
く
て
も
申
し
込
め
ま
す
）。

※ 

参
加
を
希
望
す
る
人
は
各
回
の
期
限

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

個
別
相
談
会
日
時 

申
込
期
限

第
１
回
８
月
25
日
金
８
月
15
日
火

第
２
回
９
月
22
日
金
９
月
12
日
火

第
３
回
10
月
20
日
金
10
月
10
日
火

第
４
回
11
月
17
日
金
11
月
７
日
火

第
５
回
12
月
８
日
金
11
月
28
日
火

第
６
回
１
月
19
日
金
１
月
９
日
火

第
７
回
２
月
15
日
木
２
月
５
日
月

第
８
回
２
月
16
日
金
２
月
６
日
火

※ 

時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

の
１
枠
30
分（
複
数
枠
受
講
可
）で
す
。

▽�

商
品
発
表
会
日
時　
令
和
６
年
３
月

15
日
金
・
午
後
４
時
～
６
時

▽�

と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
町

内
に
事
業
所
が
あ
る
人
で
、加
工
品
開

発
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
港
活
性
化
推
進
室

事
業
推
進
係
（
☎
２
２
３‐３
５
５
０
）

図
書
館
で
10
年
間
貸
し
出
し
利
用
し

て
い
な
い
人
の
登
録
を
削
除
し
ま
す

　

芦
屋
町
図
書
館
で
は
、
何
十
年
も
貸

し
出
し
の
な
い
人
が
利
用
者
と
し
て
登
録

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
過
去
10
年
間
貸
し
出
し
が
な
い
人
の

登
録
を
８
月
中
に
削
除
し
ま
す
。

　

今
後
、
利
用
す
る
場
合
は
あ
ら
た
め

て
利
用
者
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
図
書
館
（
☎

２
２
３
‐
３
６
７
７
）

第
13
回
芦
屋
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

▽�

と
き　
９
月
23
日
土
・
午
前
８
時
42

分
か
ら
３
コ
ー
ス
同
時
ス
タ
ー
ト（
午

前
７
時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
遠
賀
（
遠
賀
町
虫
生
津
）

▽�

参
加
資
格　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
務
す
る
人

▽�

定
員　
１
４
０
人
、
35
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
２
０
０
０
円

▽
プ
レ
ー
費　
１
万
３
０
０
０
円
（
昼

食
・
手
土
産
付
き
）

▽�

申
し
込
み　
８
月
31
日
木
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
・
フ
ァ
ク
ス
２

２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

消費者ホットニュース

＜事例＞
　インターネット上の広告で９８０円の美容液
を見つけ注文した。１本目が届き、料金を支払
ったが、翌月に一度に 3 本の美容液が届き、３
万円の請求があった。１本だけの契約のつもり
だったので、事業者に事情を話したが、誕生日
を聞かれ「18 歳ですね」と言われ、さらに「定
期購入の契約になっています。未成年ではあり
ませんので、未成年者契約の取り消しはできま
せん」と告げられた。とても高額で支払うこと
ができない。（18 歳 女性）
＜アドバイス＞
 　2022 年４月より、成人（成年）年齢が引き
下げられ、18 歳の誕生日から成人となりまし
た。たとえ学生であっても未成年者契約の取り

消しは適用できません。
【消費者金融で契約させる悪質な手口も】
　社会経験が乏しい中での契約で、トラブルが
後を絶ちません。特に 18 歳、19 歳で情報商
材

※
、脱毛エステなどのトラブルが多く発生して

います。情報商材では１００万円単位の契約金
額になることもあり「お金がない」と断る消費
者に対して、消費者金融で契約させる手口も頻
発しています。簡単に稼げる、もうかるなどの
広告をうのみにしないでください。
※ 情報商材とは、副業や投資などで高収入を得

るためのノウハウと称して販売されている情
報のことです。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口　　　
（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

成人（18歳から）は未成年者契約の取り消し適用外です！

お
知
ら
せ

広報あしや　2023.8 ⑳



みんなのねんきん 

　保険料の免除・納付猶予や学生納付特例を受け
た期間がある場合は、保険料を全額納付した場合
と比べて、将来受け取る年金額が低額になります。
　そこで、年金額を増やすために、免除などを受
けた月の前 10 年以内までさかのぼって古い月分
から納付（追納）することができます。
　ただし、免除などを受けた期間の翌年度から起
算して、3 年度目以降に保険料を追納する場合は、
当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗
せされますので、早目の追納をおすすめします。

▽ �問い合わせ　八幡年金事務所国民年金課
　　　　　　　（☎６３１‐７９６２）
　　　　　　　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

 国民年金保険料の免除や
納付猶予期間がある人は
追納をおすすめします

マイナンバーカードの
休日・夜間窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの受け
取りや申請ができない人のために、次の日程で休
日・夜間窓口を開設します。また、今回から予約
制でマイナポイントの申し込み支援も受け付けま
す。予約を希望する人は、住民係
に申し込んでください。
※ 急きょ中止になる場合は、ホー

ムページに掲載します。

▽ �とき　【休日窓口】８月６日日、
26 日土・午前８時 30 分～正午
　�【夜間窓口】８月 14 日月、30 日水・午後５時

15 分～７時 30 分

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　 【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申

請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）

　 【マイナポイント】　マイナンバーカード、対象
のキャッシュレス決済サービス、預金通帳（公
金受取口座の登録を希望する場合のみ）

※ 本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。

※手続きは本人のみできます。
※ マイナポイントの申し込みには、有効な利用者

証明用電子証明書と暗証番号が必要です。
※ 証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな

どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー 休日・
夜間窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　８月１日火・２日水の日没～午後９時ご
ろ（予備日＝３日木・４日金・７日月・８日火・
23 日水・24 日木、25 日金）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※ 天候不良の場合水・木・金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

飲酒運転は、絶対にしない！
させない！許さない！
そして、見逃さない！　

　８月 25 日金～ 31 日木は、「福岡県飲酒運転
撲滅運動の推進に関する条例」に基づく飲酒運
転撲滅週間です。
　飲酒運転は重大な犯罪であり、非常に重い罰
則や社会的制裁が課されます。
　また、飲酒運転事故は、被害者、加害者だけ
でなく、双方の家族の生活まで大きく変えてし
まいます。
　自分自身はもちろ
ん、身近な人と呼びか
けあって、みんなの力
で飲酒運転をなくしま
しょう。
▷問い合わせ　
　 地域振興・交通係（☎

２２３‐３５３９）

広報あしや　2023.8㉑ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



㉒

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
特
別
展

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

●
焼
き
絵
講
座

　

７
月
15
日
か
ら

開
催
中
の
特
別
展

の
芸
術
家
、
Ｋカａ

ｚ
ズ

ミ

ｕ
ｍ
ｉ
さ
ん
に

よ
る
焼
き
絵
講
座

で
す
。
焼
き
絵
の

実
演
の
ほ
か
、
参

加
者
と
焼
き
絵
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作

り
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
19
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽
対
象　
中
学
生
以
上

▽
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
５
０
０
円

▽�

申
し
込
み　
８
月
１
日
火
～
17
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公

民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

一
時
保
育
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
を
保
育
園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　
原
則
６
カ
月
児
～
就
学
前
の

町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　

● 

芦
屋
保
育
園
＝
月
～
土
・
午
前
９
時

～
午
後
５
時

● 

緑
ヶ
丘
保
育
園
＝
月
～
金
・
午
前
９

時
～
午
後
４
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
く

▽�

利
用
料
金

　
３
歳
未
満
児
＝
１
時
間
５
０
０
円

　
３
歳
以
上
児
＝
１
時
間
４
０
０
円

※ 

お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
。
別
途
給
食

費
が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※ 
利
用
に
は
事
前
登
録
・
予
約
が
必
要

で
す
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
‐
０
３
４
３
）

　

 

緑
ヶ
丘
保
育
園
（
☎
２
２
３
‐
１
７

４
６
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
電
子
帳
簿

保
存
法
対
応
講
習
会

　

10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
も
令
和
６
年
１

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
講
習
会
で

は
、
事
業
者
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ

イ
ン
ト
や
対
応
方
法
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
23
日
水
・
午
後
２
時
～

４
時

▽
定
員　
50
人

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
町
商
工
会
２
階

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
商
工
会
（
☎

２
２
２
‐
２
１
１
１
）

訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
あ
し
や
７
月
号
に
掲
載
し
た
１

０
０
０
号
特
集
（
５
ペ
ー
ジ
）
の
一
部

に
記
載
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
正
し
く
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
誤
】
重
岡
梨
栄
子
さ
ん

【
正
】
重
岡
利
栄
子
さ
ん

▽�

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
６
９
）

広報あしやに、広告を掲載しませんか

　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広
告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

広
告

お
知
ら
せ

選べる出前講座 50 種類以上
　講座メニューの中から皆さんが聞きたい内容を選
んでください。町職員が話をお届けします。
▷�メニュー配布場所　役場 2 階企画政策課窓口、中

央・芦屋東・山鹿公民館、町民会館
▷�対象　原則として町内に在住、在勤す

る 5 人以上の団体やグループ
▷�申し込み　開催日の 20 日前までに広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）へ申込書を提出

広報あしや　2023.8



㉓

維
新
前
夜
と
山
鹿
流
②

　

町
内
に
残
る
歴
史
資
料
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

特
別
展
で
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
中
を
歴

訪
し
、
歴
史
に
そ
の
名
を
遺の
こ
し
た
幕
末
の

人
、
放
浪
の
兵
法
家　

山
鹿
素そ
す
い水
を
紹

介
し
ま
す
。
彼
は
津
軽
藩
（
現
在
の
青
森

県
）
山
鹿
流
宗
家
に
生
ま
れ
ま
す
が
、
若

く
し
て
隠
居
の
形
で
職
を
辞
し
、
山
鹿
流

兵
法
指
南
の
家
職
を
次
代
に
預
け
、
全
国

を
歴
訪
し
ま
す
。
各
地
の
見
ど
こ
ろ
あ
る

者
に
は
山
鹿
流
を
授
け
な
が
ら
の
旅
。
作

家
、
司し
ば
り
ょ
う
た
ろ
う

馬
遼
太
郎
は
吉
田
松し
ょ
う
い
ん陰の
生
涯
を

描
い
た
作
品『
世
に
棲す

む
日
日
』の
中
で
、

山
鹿
素
水
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
　「
山
鹿
素
水
」
妙
な
人
物
で
あ
る
。
信

じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
字
が
読
め
な
い

で
兵
学
を
講
義
し
て
い
た
。
読
め
な
い
と

い
う
の
は
酷
か
も
し
れ
な
い
が
吉
田
松

陰
自
身
も
そ
う
い
っ
て
お
り
、
実
際
の
山

鹿
素
水
も
そ
れ
に
ち
か
い
。

山
鹿
素
水
は
本
が
読
め
な
い
く
せ
に
、
山

鹿
流
の
聖
典
で
あ
る
「
武
教
全
書
」
の
解

釈
は
ま
っ
た
く
み
ご
と
で
、
素
水
が
そ
れ

を
説
き
は
じ
め
る
と
、
山
河
に
軍
勢
が
満

ち
、旗
が
ひ
る
が
え
り
、砲
煙
が
あ
が
り
、

銃
弾
が
飛
ぶ
思
い
が
す
る
。

「
一
種
の
才
物
で
す
。
江
戸
で
は
大
変
人

気
も
あ
り
ま
す
。」
と
、
吉
田
松
陰
は
玉

木
叔
父
へ
手
紙
を
書
い
た
。

　
嘉
永
4
（
１
８
５
１
）
年
に
は
、
素
水

に
入
門
し
て
い
た
吉
田
松
陰
・
宮
部
鼎て
い
ぞ
う蔵

と
共
に『
練
兵
説
略
』を
上じ
ょ
う
し梓
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
全
国
に
足
を
運
び
、
京
に
も
長

く
滞
在
し
ま
し
た
。
九
州
に
足
を
踏
み
入

れ
た
折
に
は
、
当
地
、
山
鹿
の
安
楽
寺
を

訪
れ
、
書
を
一い
っ
ぷ
く幅
し
た
た
め
て
い
ま
す
。

「
老ろ
う
き驥
櫪れ
き
に
伏ふ
く
す
と
も
志
こ
こ
ろ
ざ
し
せ
ん
り

千
里
に
在あ

り
」

こ
の
詩
は
、
三
国
志
の
雄
と
し
て
有
名
な

曹そ
う
そ
う操
の
詩
で
す
。
こ
の
詩
は
さ
ら
に
「
烈れ
っ

士し

暮ぼ
ね
ん
そ
う
し
ん

年
壮
心
不や
ま
ず已
」
と
続
き
ま
す
。
大
意

と
し
て
は
、「
優
れ
た
馬
は
年
を
と
っ
て

も
そ
の
志
は
千
里
を
駆
け
る
、
ま
し
て
や

志
あ
る
士
は
人
生
の
暮
れ
に
あ
っ
て
も

若
々
し
い
、
私
は
ま
だ
ま
だ
成
す
こ
と
が

あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
。

　

自
身
の
祖
先
と
し
て
尊
ん
だ
山
鹿
秀ひ
で

遠と
お

が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
安
楽
寺

に
赴お
も
むき
、
漢
詩
に
己
の
気
持
ち
を
託
し
た

人
物
、
山
鹿
素
水
。

　
そ
う
、
物
語
は
こ
こ
に
始
ま
る
。

　
 

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

【
山
鹿
流
と
は
】
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学

者
・
兵
法
家
で
あ
る
山
鹿
素
行
が
創
始

し
た
兵
法
の
流
派
。
赤
穂
浪
士
が
山
鹿

流
を
活
用
し
、仇あ

だ
討
ち
に
成
功
し
た
と
の

世
評
も
あ
り
、
全
国
に
流
布
し
ま
し
た
。

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
二
十
七

編

集
後
記

▼
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
１
月
号
表
紙

写
真
の
モ
デ
ル
を
今
年
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
る
人
で
夏

秋
に
着
物
や
ス
ー
ツ
で
記
念
写
真
の
前

撮
り
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
男
女
自
薦

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
ぜ
ひ
広
報
情

報
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 （
手
塚
）

▼
わ
ら
馬
づ
く
り
講
習
会
の
風
景
を
撮

影
し
ま
し
た
。
わ
ら
を
曲
げ
た
り
編
ん

だ
り
す
る
作
業
は
な
か
な
か
難
し
い
よ

う
で
、
皆
さ
ん
の
顔
は
真
剣
で
す
。
そ

の
分
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
達
成
感

で
に
っ
こ
り
で
し
た
。
わ
ら
馬
づ
く
り

は
、
８
月
末
ま
で
毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
30
分
か
ら
町
民
会
館
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
す
。 

（
那な

ぎ木
）

▼
梅
雨
が
明
け
る
と
、
気
象
予
報
士
よ

り
も
先
に
「
夏
だ
よ
～
！
」
と
セ
ミ
た

ち
が
ア
ラ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
毎

年
決
ま
っ
て
、
学
校
の
夏
休
み
初
日
に

セ
ミ
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
夏
の
始
ま
り

を
体
感
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
７

月
１
日
に
初
鳴
き
を
聞
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
と
思
う
と

少
し
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。
地
球
温
暖

化
の
原
因
は
、
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン

な
ど
大
気
中
の
熱
を
吸
収
す
る
性
質
の

あ
る
ガ
ス
が
増
え
す
ぎ
た
か
ら
だ
と
言

わ
れ
て
い
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

減
ら
す
努
力
を
世
界
中
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
便
利
に
過
ご
す
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
を
ど
の
程
度
、
調
整
し

た
ら
い
い
の
か
複
雑
で
す
。 

（
鍬く
わ
も
り守
）

△�山鹿の安楽寺を訪れた時に
書いた書

△�安楽寺　山鹿秀遠創建と伝えられる
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６月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人47
人51死亡

人02
人16

令和5年６月末日現在 令和4年６月末日現在
人　口
男　性6,300
女　性6,677
世帯数6,392

人
人 6,417

6,773
6,439 世帯

人
人

世帯

12,977 人 13,190 人

歴史体験講座 大
た い し ゅ

珠 ( 勾
ま が た ま

玉 ) づくり
　古代のアクセサリー大珠 ( 勾玉 ) を作ってみませんか。

▽ �とき　８月５日土・午後１時 30 分～３時 30 分

▽ �ところ　山鹿公民館 集会室・中庭

▽ �対象　小学生以上（小学 2 年生以下は、保護者の同伴が必要です）

▽ �定員　10 人（事前申し込み先着順）

▽ �参加費　１００円

▽ �持って来るもの　タオル、マスク、水筒（屋
外活動時の水分補給のため）

▽ �申し込み　７月 26 日水～ 8 月３日木・
午前９時～午後５時に、芦屋歴史の里（☎２２２‐２５５５）へ

※ 月曜日は休館です。

八
は っ さ く

朔の節句～記念写真をプレゼント～
　９月１日は、国選択無形民俗文化財

「八朔の節句」です。八朔の馬やだご
びーなを飾って初節句を祝う家庭をプ
ロカメラマンが訪問し、記念撮影を行
います。写真は後日プレゼントします。
※ 撮影日時は、カメラマンから連絡

▽ �申し込み　８月２日水～ 17 日木・
午前９時～午後５時に、芦屋歴史の里（☎２２２‐２５５５）へ

※ 月曜日は休館です。

中央公民館講座　芦屋で鋳物を楽しもう！
　室町時代、芦屋釜をはじめとする数々の名品を
生み出した芦屋の鋳

い
物
も

師
じ

たちがいました。２回の
鋳物ワークショップをとおして、鋳物のまち芦屋
の風土と先人の息吹を一緒に感じてみましょう。
【①午前の部】は錫

すず
製古印、【②午後の部】は錫製豆皿を作る予定です。

▽�とき　８月20 日日・①午前10 時～正午 ②午後１時 30 分～３時 30 分

▽ところ　中央公民館２階

▽講師　樋口陽介さん（芦屋鋳物師） 

▽ �対象　中学生以上。午前の部は初心者、午後の部は経験者を原則と
します。両方とも受講することもできます。

▽ �定員　各 10 人（事前申し込み先着順）

▽参加費　各１５００円

▽ �申し込み　8 月１日火から中央公民館窓口または電話（☎２２２‐
１６８１）で受け付け。

※受付時間＝午前 9 時～午後 5 時。月曜日は休館です。

山鹿貝塚から出土した大珠

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課広報情報係  ☎ 093（223）3569
〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20 ●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

♥

福
ふくなが
永　想

そ な
夏ちゃん

（浜口町）
令和４年
８月 14日生まれ
想夏 1歳のお誕生日おめでとう♥想夏が生
まれて皆が幸せいっぱいになったよ★★生ま
れてきてくれて本当にありがとう大好き♥

Happy BirthdayHappy Birthday８月

　船頭町区と金
屋区では、令和
５年度のコミュニ
ティ助成を受け、
自治区活動の拠
点となっている
公民館の備品を
整備しました。
　コミュニティ助
成事業とは、宝
くじの社会貢献
広報事業として、コミュニティ活動に必
要な備品や集会施設の整備、安全な地域
づくりと共生のまちづくりなどに対して
助成を行い、地域のコミュニティ活動の
充実・強化を図るものです。
　船頭町区長の中西利行さんと金屋区
長の菊地隆司さんは「公民館の備品が
整備されたことで、区の活動が活発に
なり、快適で楽しい地域づくりにつな
がると思います」と話していました。

▽ �問い合わせ　企画係（☎２２３‐３
５７０）

【人材育成事業補助制度】
　まちづくりに必要な人材育成と皆さ
んの取り組みによるまちづくりを支援
するため、伝統文化や産業の振興、地
域活動の活性化などのまちづくり推進
事業を行う場合に、事業費の一部を補
助します。この補助を活用して、皆さ
んの思いを実現しませんか。

▽ �対象　町内に住んでいるまたは勤務
している 20 歳以上の人やグループ

▽ �補助額　事業費の４割以内で、限度
額は 20 万円

▽ �問い合わせ　企画係
（☎２２３‐３５７０）

船頭町区と金屋区の
備品が充実しました

皆さんの手によるまちづくりに
事業費の一部を補助します


